
おおらかな大屋根の下に複数の小さなスペースを入れ子状に配した、半屋外空間が多い開放的な建築。ターミナルと街の繋がりを意識し、屋根をかけても「内と外」が自由に回遊できるような周辺との一体感を考慮した。

水まわりの特長
建物の特徴
「宮島口旅客ターミナル」は、2020（令和２）年2月29日、世界遺産でもある安芸の宮島、国宝厳島神社の対岸にオープン。新ターミナルは2013（平成25）年から広島県が旧ターミナル横に整備を進めてきた埋め立て地に建設されたもので、単なる船乗り場ではなく観光交流の拠点としての機能を備える。ここ数年の年間観光客は400万人以上で大混雑が日常茶飯事であることもあり、こうした状況を改善するとともに、この地域をただの通過地点とするだけでなく、新たな賑わいを創出していくことを目的としている。建築は、おおらかな大屋根の下に隙間を空けて複数のハコを入れ子状に配することで、半屋外空間が多くなる開放的な設計。屋根をかけてもターミナルと街をつなげ、中と外を自由に回遊できる空間になっている。

トイレの特長
遊歩道との連続性を考慮し、屋根の裂け目に沿って広がる通路沿い南東側の奥にトイレを配置。宮島に渡る前にトイレに寄ってから、ゆっくり観光してもらうべく、トイレの器具数確保を重視した。空気調和・衛生工学会が提案する器具数の算定法に基づき、女性用は最高レベルのレベル1、男性用はレベル2の器具数を用意。徹底して真白くニュートラルな空間に、多数の白い便器や洗面器を整然とレイアウトしている。大便器も、従来のタンク式より短時間で連続洗浄が可能なパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式を選定し、できるだけ待ち時間が少なくスピーディーに使えるようにした。また、2ヶ所の多機能トイレは、レイアウトを左右反転させることで、左右勝手違いに対応できるように配慮している。

混雑緩和を図り、器具数算定法に基づき女性トイレはレベル1、男性トイレはレベル2の器具数を確保。さまざまな使用者に備えて多機能トイレと別途、男女ともに一部大便器ブースにベビーチェアや手すりを設置した。

建築概要
名称	 宮島口旅客ターミナル
所在地	 広島県廿日市市宮島口1-11-1
施主	 広島県
設計	 有限会社乾久美子建築設計事務所
	 構造　小西泰孝建築構造設計
	 設備　株式会社森村設計
施工	 建築　広成建設株式会社・広電建設株式会社特定建設工事共同企業体
	 電気　大新電工株式会社
	 機械　天満冷凍機株式会社
竣工年月	 2020年2月
敷地面積	 11,685.52㎡
建築面積	 2,637.63㎡
延床面積	 2,174.39㎡
構造・階数	 鉄骨造・地上2階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュタンク式：UAXC3CSN
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5533AUYS
棚付二連紙巻器：YH702／自動洗浄小便器：UFS900R／壁掛ハイバック洗面器：LSB125
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W	
コンパクト多機能トイレパック：UADAK21R1A1ADD1WA、UADAK21L1A1ADD1WA	
ベビーシート：YKA25系／ベビーチェア：YKA15系／フィッティングボード：YKA41系

空間、器具ともにニュートラルな白に徹底された空間。シンプルですっきりとしたデザインと床の清掃や節水性に優れた壁掛式の自動洗浄小便器を採用している。大便器は床面の衛生性に配慮し、壁掛大便器セット・フラッシュタンク式を設置。お子様連れに配慮し、ベビーチェアやフィッティングボードを備えている。宮島の女性トイレはどこも混雑しているため、島に渡る前にトイレに寄ってゆっくり観光してもらうべく、器具数算定法に基づき最高レベルとなるレベル1の器具数を設置している。

来訪者が多いため、トイレのサインは、道路標識を参考に視認性が高いデザインとした。トイレ前のスペースにはベンチを設置、コミュニケーションの場としても利用できる空間になっている。

2ヶ所の多機能トイレは、レイアウトを左右反転させることで、左右勝手違いに対応ができるように配慮している。もうひとつの多機能トイレと同様にベビーシート、ベビーチェアを完備。車いす使用者やオストメイトなど、さまざまな身体状況の方を想定したコンパクト多機能トイレパックを採用。さらに、乳幼児連れに配慮してベビーシートとベビーチェアを完備。大便器は床面の衛生性に配慮し、壁掛大便器セット・フラッシュタンク式を設置。女性トイレと同様に男性トイレもお子様連れ配慮として、1ヶ所にベビーチェアを設置している。

ニュートラルな白の清潔感にこだわった空間。深いボウル形状で水はねを抑制する壁掛ハイバック洗面器を採用。衛生性に配慮し、自動水栓と水石けんを完備している。

宮島口旅客ターミナル
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宮島口旅客ターミナル

女性トイレ	洗面コーナー ニュートラルな白の清潔感にこだわっ
た空間。深いボウル形状で水はねを
抑制する壁掛ハイバック洗面器を採
用。衛生性に配慮し、自動水栓と水石
けんを完備している。

男性トイレ	大便器ブース 大便器は床面の衛生性に配慮し、壁
掛大便器セット・フラッシュタンク式を設
置。女性トイレと同様に男性トイレもお
子様連れ配慮として、1ヶ所にベビー
チェアを設置している。

多機能トイレ	1 車いす使用者やオストメイトなど、さま
ざまな身体状況の方を想定したコン
パクト多機能トイレパックを採用。さら
に、乳幼児連れに配慮してベビーシー
トとベビーチェアを完備。

多機能トイレ	2 2ヶ所の多機能トイレは、レイアウトを左
右反転させることで、左右勝手違いに
対応ができるように配慮している。もう
ひとつの多機能トイレと同様にベビー
シート、ベビーチェアを完備。

トイレ入口 来訪者が多いため、トイレのサインは、
道路標識を参考に視認性が高いデ
ザインとした。トイレ前のスペースには
ベンチを設置、コミュニケーションの場
としても利用できる空間になっている。

女性トイレ	
大便器コーナー

宮島の女性トイレはどこも混雑してい
るため、島に渡る前にトイレに寄って
ゆっくり観光してもらうべく、器具数算
定法に基づき最高レベルとなるレベル
1の器具数を設置している。

女性トイレ	
ひろびろブース

大便器は床面の衛生性に配慮し、壁
掛大便器セット・フラッシュタンク式を設
置。お子様連れに配慮し、ベビーチェ
アやフィッティングボードを備えている。

男性トイレ	全体 空間、器具ともにニュートラルな白に徹
底された空間。シンプルですっきりとし
たデザインと床の清掃や節水性に優
れた壁掛式の自動洗浄小便器を採用
している。

建築概要
名称	 宮島口旅客ターミナル
所在地	 広島県廿日市市宮島口1-11-1
施主	 広島県
設計	 有限会社乾久美子建築設計事務所
	 構造　小西泰孝建築構造設計
	 設備　株式会社森村設計
施工	 建築　広成建設株式会社・広電建設株式会社特定建設工事共同企業体
	 電気　大新電工株式会社
	 機械　天満冷凍機株式会社
竣工年月	 2020年2月
敷地面積	 11,685.52㎡
建築面積	 2,637.63㎡
延床面積	 2,174.39㎡
構造・階数	 鉄骨造・地上2階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュタンク式：UAXC3CSN
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5533AUYS
棚付二連紙巻器：YH702／自動洗浄小便器：UFS900R／壁掛ハイバック洗面器：LSB125
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W	
コンパクト多機能トイレパック：UADAK21R1A1ADD1WA、UADAK21L1A1ADD1WA	
ベビーシート：YKA25系／ベビーチェア：YKA15系／フィッティングボード：YKA41系

トイレ図面
混雑緩和を図り、器具数算定法に基づき女性トイレはレベル1、男性トイレはレベル
2の器具数を確保。さまざまな使用者に備えて多機能トイレと別途、男女ともに一部
大便器ブースにベビーチェアや手すりを設置した。

水まわりの特長
建物の特徴
「宮島口旅客ターミナル」は、2020（令和２）年2月29日、世界遺産でもある安芸の
宮島、国宝厳島神社の対岸にオープン。新ターミナルは2013（平成25）年から広
島県が旧ターミナル横に整備を進めてきた埋め立て地に建設されたもので、単な
る船乗り場ではなく観光交流の拠点としての機能を備える。ここ数年の年間観光
客は400万人以上で大混雑が日常茶飯事であることもあり、こうした状況を改善す
るとともに、この地域をただの通過地点とするだけでなく、新たな賑わいを創出して
いくことを目的としている。建築は、おおらかな大屋根の下に隙間を空けて複数の
ハコを入れ子状に配することで、半屋外空間が多くなる開放的な設計。屋根をか
けてもターミナルと街をつなげ、中と外を自由に回遊できる空間になっている。

トイレの特長
遊歩道との連続性を考慮し、屋根の裂け目に沿って広がる通路沿い南東側の奥
にトイレを配置。宮島に渡る前にトイレに寄ってから、ゆっくり観光してもらうべく、トイ
レの器具数確保を重視した。空気調和・衛生工学会が提案する器具数の算定法
に基づき、女性用は最高レベルのレベル1、男性用はレベル2の器具数を用意。徹
底して真白くニュートラルな空間に、多数の白い便器や洗面器を整然とレイアウトし
ている。大便器も、従来のタンク式より短時間で連続洗浄が可能なパブリックコン
パクト便器・フラッシュタンク式を選定し、できるだけ待ち時間が少なくスピーディー
に使えるようにした。また、2ヶ所の多機能トイレは、レイアウトを左右反転させること
で、左右勝手違いに対応できるように配慮している。

外観 おおらかな大屋根の下に複数の小さ
なスペースを入れ子状に配した、半屋
外空間が多い開放的な建築。ターミ
ナルと街の繋がりを意識し、屋根をか
けても「内と外」が自由に回遊できるよ
うな周辺との一体感を考慮した。
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